


































豊 川 浩 一一
はじめに
1988年の 旧稿で筆者は プガチ ョーフ叛乱を題材に取 りなが ら,18世紀 ロシア晟衆の社会的志 向の
問題について論じた㌔ 特にヴ ォルガ沿岸の領主農民(農 奴)の 動向に注 目し,彼らの伝統的な世界
観 やユー トピア思想(「ツァー リ幻想」,「遥 かなる土地」への諸伝説),独特な 自由への志向(「カザー
ク化」,「ツァー リ幻想」と密接 な関 係のある国有地農民あ るいは御料地農民への転化,信 仰の 自由),
な どを念頭 に入れ て検 討 した。 この論文 は 日本 で も研究 ・蓄積 のあ るプガチ ョーフの 「ツ ァー リ僑







上梓 され るようにな った。解説を付 した史料集r層 称者 Φ酒.カ ーメソシコフ=ス ル ー ドニ コフの 一
件』 の刊行 を皮切 りに5,0.r.ウセ ンコは 『17～18世紀 ロシアに おける社会的 プロテ ス トの心理』6と
「1762～1800年におけ るロシアの君主主義者の悟称(体 系的 ・統 計学的分析の試み)」7を;f'版した。
ご く最近では,歴史研究者や古文書学者たちが 『18世紀のロシア』を自ら刊行 して興味深い研究を
載 せている。例えばその一 つに編者E.E.ルィチ ャロフスキーの 「皇帝 に期待をかけるロシア(18世
紀最終四半期 におけるアポ ク リファーの歴史に寄せ て)」8を挙げ ることもできる。
そ うしたなか,2003年には民俗学者K.B.チス トーブの 『ロシア民衆ユrト ピア』が刊行された9。
これは1967年に出版 されたモ ノグ ラフ 『17～19世紀 におけ るロシア昆衆の社会ユー トピア伝説』の




れであ り,未 刊行の史料を利用 したものではな く,当 然の ことなが ら史料批判 もなされていない。 他
方,ロ シアの文書館には無尽蔵 といって も良いほ ど豊 かで多様 な史料が眠 っている。 それ らは官憲側
か らの史料ではあるものの,「もの言わぬ民衆」の生の声や行動の記録が残 さ;れているのである。
筆者の問題関心のなかには,18世紀の軍事=官 僚制を基礎とする絶対主義国家が推 し進めた全
ヨー ロヅパ的な社会の 「全般的紀 律化」過程の なかで,民 衆は自 らの自律性 ・俵統 ・慣習 といった も
のを保持するため にどのような行動 を とったのか とい う問い があ る。そのために も18世紀ロシアの
民衆が何を想い,何 を望んで生活をしていたのか,等 を明らかにすることが重要であると考えてい る。
本編ではロシア国立古法文書館(prA八A)フ ォン ド7「プレオブラジェーソスキー官署 ・機密局」
(Φ.7,Hpeo6pa駅eHcK曲npHKa3,Ta融獺3Kcne耶H朋)所 蔵 の18世紀 に関 す る文書 を 中心 に近世 ロ シ
ア民衆の意識を探 ることが 目的である。 とはい え,も ちろん晟衆の動向 に関す る史料すべてがそこに




郡である。 ここではまず史料の紹介を中心に論を進め ることになろ う。
1司 法 ・裁判体制 と機密局につ いて
そ もそ もここで利用 しようとする史料が納め られて いる 「プレオブ ラジェーソスキー官署」 とは何
か,そ して機密局 とはどういうものか,こ れについて述べよう。まず名称であるが,そ れは異母姉 ソ
フ ィアか ら遠ざけられた ピ ョーー トルー・世 とその母親が クレム リンを離れて住む ことを余儀 な くされた
離宮のある地名である(プ レオブラジ ェーンス コエ村)と 同時に,ピ ョー トルが創設 した 「遊戯連隊
(nOTe田HHeπo皿Kの」(プ レオ ブ ラジ ェー ソス キ ー連 隊 お よび セ ミョー ノフ スキー 連 隊)の 名称 に も
由来 している。 これは後に 「プレオプ ラジ ェーンスキー役所(H36a)」となる。 ピ ョー トルが姉 を追
放 ・幽閉 して親政を始める とともに,こ の役所は軍事行政的機能をもち,軍 隊の補充 ・供給 ・教育,
そして軍事演習の組織を管轄した。その管轄下にはソフィアが幽閉されたノヴォデーヴィチ一女了修
道院 もあ った。
「プレオプ ラジェーンスキー役所」はオスマン帝 国 との戦争であるアゾフ遠征 を組織す る上で大 き
な役割を果 た したが,1695年,「プ レオブラジ ェー ソスキー官署(nPHKa3)」と名称 を改めた。 アゾ
フ遠征後,「プ レオブラジェーソスキー官署」は 「園家罪」の審理 と裁判を担当する機関 とな った。
これらに関する問題は官署の中央官房で扱われたが,18世紀後半,「国家罪」を犯 した著たちを取 り
調べ る機関 として機密局が設立 された。そもそ も 「国家罪」 とは,国 家 に対する反逆,す なわち国家
の転覆を図 った り,「ツ ァー リ」 を暦称 した り,叛 乱を起 こした り,ツ ァー リやツ ァー リの家族に対




り調べを行 った12。ピ ョー トル一 世時 代の ロシアは急速 に警察 国家 の装い を纏 うようにな ったのであ
る 。
18世紀 後半 に入 る と,最 上位の行政;司 法機関 は ピ ョー トル一 世が1711年に創設 した元老院 とな




が設 置 され た。 エ カチ ェリー ナ二世 の初年,1762年の ことで あ った。機密 局 はすべ ての国家機 関の
上位に位置 し,かつ直接女帝の管轄下に置かれた独立の中央機関 となった。恒常的には元老院検事総
長がそれを監督 した14。機密局は政治的捜査 と刑の執行 を行う主要な機関 として宮廷陰謀,僧 林,支
配者に対する 「けしからぬ」発言,国 法への非難等をな した者に対する重大な裁判を執行し,体制や
権力の反対者たちを厳 しく罰 した。農奴制に反対する闘士やその糾弾者たるE.H.プガチa一 フ とそ
の 仲 間,後 に は 作 家 のA.H.ラ ジ ー シ チ ェフ,啓 蒙 主 義 者 のH,U.ノ ヴ ィ コー フ や Φ.B,クレー チ ェ
トフに対 する捜査 を行 い,裁 判を執行 したのは よ く知 ら;れている15。
中央 と同様,地 方でも裁判権は行政権と混合されていた。1764年の 「県知事への訓令」を基礎に,
知事たちは直接元老院 と女帝に従属 していたが,彼 らは 「女帝その人の腹心」であり,県全体の主人
に して首 長であ ると宣言 した16。'知事 には行政,警 察,財 政,そ して裁 判の権能 が付与 され,ま た県
内の軍事拠点を統括 していた。「礼儀正 しさと秩序」を支持 しつつ,県 官房に基礎を置いて,県 知事
たちは農民蜂起鎮圧や逃亡農民捜索のために軍隊を派遣 し,審理遂行を監視し,全事件に関する裁判
の 判決 に際限 な き権 力を発揮 した17。県の下 にあ る郡(npOBZH耶"ない しye3以)では行政 と裁判 の
分野で広 い権利を軍政官18ならびに彼にコン トロール されている地方官房 ・軍政官官房が行 った。
審理の 基本形 態 は1716年の陸軍 操典(BoHHcK哺ycTaB)の基 準に従 って行 われ る取 り調 べ手続 き
である19。手続 きは二つの段階に分け られる。すなわち予備的審理 と裁判審理である。 しかし取 り調
べも裁判も同一の組織である元老院 とその機密局,県知事 と県官房,軍 政官 とその官房の管轄下で行
われたのであ る。現存 する史料 は,諸 機関 における審理 内容の報告 であ る。, 、
以上は 「啓蒙主義」を標榜するエカチ ェリーナ二世とその政府が どの ように民衆 と向 き合おうとし
ていたのか,そ してい かに佳局 を統制 しよう としていたの か とい うこ とを如実 に示 して いる。 これ こ
そがまさに 「全般的紀律化」時代の政策の具体的な表れであ り,民衆意識を探 るための切 り口ともな
るのであ る。
巫 「プ レオブ ラジ ェンスキー官署」所 収史料 につ いて
では,こ の 「プ レオ ブラジェソスキー官 署」 に所蔵 されている史料は どれほ どあるのだろ うか。 す
でに述 べた ように,「国家罪」 に相 当す る事件が ここに報 告 されて いるが,1633～1802年までの文書
9947件が納め られ ている とい う20。所蔵 されてい る18世紀後半の 史料 のなかには,バ シキール人を巻
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き込んだ1755年の ミシ ャー リ人ム ッラーであるバ1一ウィルシ ャによる蜂起一件21,および強制的にキ
リス ト教徒 に改宗されるのではないか と恐れて起 こした1789年のバシキール人蜂起…件 もある22・プ
ガチ ョーフ叛乱に関するもの も含まれている23。果ては,「男色」24やボルネオ島に王国を建設 しよう
とする雲をつかむ ような事件まである25。そのなかで取 り上げ られる(つ ま り調査される)件 数が多
いのが,旧 儀派(分 離派)教 徒に関する もの,「ツァー リが生 きている」 という噂 を流 した り26,自
ら 「ツ ァー リ」 を悟称 した り27,「大公の後継者」 ない しは 「ツ ァー リによって派遣 さねた」 と述べ
た りして取調べを受ける というツァー'1本人やその家族 に関連する'}件であ る。
なかでも目を引 くのがピ ョー トル三世関係の ものであ る。すなわち,「ピ ョー トル三世は生 きてい
る」 と述べた者,そ の死 について語 った者,彼 の健康のために祝杯 をあげた者,彼 について不遜 な言
葉を述べた老,彼 か ら派遣 された と称する者な ど,以 上に関 して当局が調べた事件である。 目立 つの
は,調 査の対象とされた当事者たちの多 くが事件当時素面ではな く酒に酔 った上での行動であっ
た28,とい う点であ る。
その うち筆者が注 目したのは,日 本で も研究の対象 にされて きた 「ツァー リ暦称」そのものではな
5
く,「ピョー トル三世が生 きている」 という噂を流 した り,そ ういう噂 を聞いた りした とい う人 々を
取 り調べた事件である。噂話にこそ当時の民衆の期待感や願望が現れているのではないかと考えたか
らである。 そうした史料 はこの文章群中15件ほどみられ る。
皿 「ピ ョー トル三世(フ ヨー ドロヴ ィチ)」幻 想 の始 ま り
1740年代か ら50年代にかけて,民 衆の意識には 「皇太子ピ ョー トル ・フ ヨー ドロヴ ィチ」につい
ての無定 形 の イメー ジ(aMopΦHb1曲06pa3)が見 え隠 れ して いた。 民 衆 には,大 貴 族た ち が大 公 ピ ョー
トル ・フ ヨー ドロヴィチを殺そ うという企てに対する危機感,ま た大公が帝位に登った後に大貴族た
ちか らその強大な権力を奪 うという期待感があ った。同様に,ピ ョー トル ・フヨー ドロヴィチ個人 に
関 しても,彼 は将来のアンチ ・キ リス トであ り,不正な相続人であるこ とを摘発す るような噂 も存在
した29。1762年6刀28日に発生 した宮廷革命 とピ ョー トル三世殺害の後,民 衆の希望はピ ョー トル三
世 の 「奇 跡 を行 う」 イ メー ジ(《qyπeCHb曲>06pa3)と結 び付 い た。「ピ ョー トル三 世は生 きて い る」
というその死去に関する両義的な噂ほ次の事例が示すように1762年以降広まったものである3(。
1762年12月25日,スパ ッス コ エ村(ウ フ ァー か ら18ヴェル ス タの地 点 に あるチ ェ ス ノコフ カ村?)
の聖職者 イヴ ァソ ・フ ヨー ドロフは 「洗礼を受けたカルム ィク人や様 々な官位の人 々が多数いた教会
の 中で,故 ピ ョー トル ・フ ヨー ドロヴ ィチ三 世の 健康の た め に」 連 詩 した。 帯堂 者 のフ ョー ドル ・フ
ヨー ドロフ は祈 りの最 中ず っ と一皇帝 ピ ョー トル ・フ ヨー ドロヴ ィチ,そ の妃 エ カチ ェ リー ナ ・ア レ ク
セーエヴナ,そ して大公パーヴ ェル ・ぺ'トローヴィチの健康のため に祈 りを捧げていた。祈 りの後,
聖職者は 「至聖所から出てきて経案の上に十字架を置き,このとき教会にいた人々すべてに聞こえる
ように,上 述 したこ とを,す なわち神がわれわれに喜びを与えた ように,神 に対 して君主であ る皇帝




に教会 で賛美 す る内容 を記 した1762年1月11=1付けの 印刷物 がキ リス ト生誕の前夜12月24日にな っ
てや っと届 いたためであ った。結果的に二人 は処罰 を免れ,当 局 の監視下 に置か:れるこ とにな っただ
けで済んだが31,この事件はスパ ッス コ玉村でキ リス ト生誕の お勤 めを聞いた人び とに痕跡 を残 さな
いわけ がなか った。「ピ ョー トル三世」 は生 きてい るとい う噂 は人 々の間に急速 に広 ま り,エ カチ ェ
リーナ二世の 治世 中消えるこ とはなかったの であ る。
上の事件の後,1763～64年に かけて 「ツ ァー リに して救済者」 とい う伝説 はまず ウラルのチ ェバ
リク リスカや要塞で 見出されて いる。 カザ ークの コノン ・ベ リャー ニソは 「隠れて」「ピ ョー トル ・
フ ヨー ドロヴ ィチ」 がヴ ォル コーソスキー将軍 とともに要塞 へや って来 た と語 った32。
1764～65年だけで も,「ピ ョー トル三世」を名乗 った僧称 者は4名 出現 している33。「マロルー シ人」
の ニ コ ラ イ ・コル チ ェソ コ,ア ル メニ ア人 の アソ トソ ・ア ス ラ ソベ ー コ フ,逃 亡 兵一i:のガ ヴ リー ラ ・
ク レム ネ フ とピ ョー トル ・チ ェル ヌ ィシ ョー フ で あ った34。周 知 の よ うに,「 ピ ョー トル 三 世 」 に つ
いての伝説は一度な らず暦称者によって武力闘争にまで高められた。
wrピ ョー トルは生 きている」 とい う史料 は何 を物語 るのか?
「プ レオブラ ジェンスキ ノー自署 」 に残 ってい る史料の なかか ら 「ソコロフの一件 」を中心 に民衆の
動向や意識を具体的に探ることになるが,そ の事件が発生するまでどのような事件があったのだろう
か。 まずは 「ソコロフの一件」 までの事件についてである(な お,ド 線 は筆者 による強調であ る)。
一 「ソコ ロフの一件」以前
1「 騎兵 のサガ イ ドフスキー とヴォイノヴ ィチの一件」(1764年)
ピ ョー トル三世が死去 して2年 経 った1764年,「サガ イ ドフスキー とヴ ォイノヴ ィチの一件 」35が報
告 された。 この史料が興味深いのは,「ピ ョー トル三世は生 きている」 とし,「彼の代わ りに他 人が葬
られて いる」 と信 じている兵士 がいるだけではな く,エ カチ ェ リーナ二 世の寵臣 「〔P.r.〕オル ロフ
が君主になりたい」のだ と彼らが思っている点である。具体的には当局に次のように報告された。
「(表紙)1764年6月1日 サガ イ ドフスキー とヴ ォイノヴ ィチについて。
前ホルシュタ イソ勤務の騎 兵曹長ニ コライ ・サガ イノ ドフスキー,お よびモルダビア軽騎兵連 隊少
尉補マルク ・ヴ ォイノヴ ィチに対 してなされた尋問。
(1葉)ヴ ォロスコイ人 〔?〕ニコライ ・サガ イノフスキーは以前ホルシ ュタイソ勤務の軽騎 兵曹長:
であったが次のように証言 した。〔中略〕前君主は生 きているが,彼 の代わりに他の人が葬 られてい
る。〔中略〕 その こ とについて,あ たか も当のヴ ォイノヴ ィチが聞いたかのよ うに語 ったのであ る。
(2葉)1764年6月1日,モ ル ダ ビア軽騎兵連 隊少 尉補マル コ ・ヴ ォイノヴ ィチ は次の ように証言
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した。
3週間前,宿 営地 の彼の ところ にウ トゥル ミ リγ伯の フ ェラ ト ・マル シ ャル と書記 の ミハ イル ・ア
ソ トノブが来 たが,そ の ときア ソ トノブ に次の ように語 った。私は ミリグー ノブに ・口 前君主 は生一 買置 「買 置 「
きていて,彼 の代わ りに他の人が葬 られて坐るガ ー そして当のアソ トノブは,こ れ らの話はばかげ
てい るが,幾 つかの秘密 の言葉 を報 告 した いの で,そ の こ とを書 き留め る,と 言 った。 〔中略 〕
過 ぎし 〔1〕763年9月7日,スチ ャス ッ トゥイヤ ・エ リサヴ ェ ト要塞 にヴ ォイノヴ ィチが滞在中,
朝早 く,彼 がヤ コヴ ・エズデ ミ一 口ヴ ィチ 中佐の宿 舎 にい る とき,当 のエ ズデ ミー ロヴ ィチは(2葉
裏)面 と向か って彼 に尋ねた。 ピ ョー トル ・ブル フス コイ 〔召ペ テル ブル クの)主 教 は どの ように呼
ばれてい るのか と。 す る とヴ ォイノヴ ィチ は,彼 が ピ ョー トル ・プル フスキー 〔=ペテルプル クの〕
およびシ ュ リッセルプル フスキー 〔=シ ュリッセルブル クの〕 と呼ば れてい る と語 った。当の エズデ
ミーロヴ ィチは言 った。 まさにその ときの エズデ ミー ロヴ ィチの発 した言 葉は次 の通 りであ る。私 の
もとに,夜1時,ミ リグー ノブ ・カメル ジ メル ・イヴ ァヌシカが来た。.(中略)そ して彼 ヴ ォイ ノヴ
イチは何 を言 ったの か と尋ね た。す る と当のエズデ ミー ロヴ ィチは次 の ように言 った。 私 にイヴ ァヌ
・
シカは,メ リグノブのところにお客 として近衛兵のマゾルが来ていたが,彼 は … 以前り皇帝は生一}置
きている。そしてシュレシンさ送 られた。それはオルロフが君主 とな りたいがために送ったので塑
「冒}「 「一 一一
る,と 語 った。 しか し彼ヴ ォイ ノヴ ィチは まった くその ことを語 らなか った。 とい うの も,こ の こと
昌 昌 」巴 」」昌 一 昌
が どうい うことを もた らすか,つ ま りそれが もた らすの は不幸 〔であ るこ とを知 ってい るか ら〕 であ
る。(後略)」
2「 エ レメイ ・ピロージニ コフの一件 」(1765年)
翌年 には 「ピロー ジニ コフの一件 」36が報告 された。 これは商人エ レメイ ・ピロー ジニ コフが 「ピ
ョー トル三世 は生 きてい る」 と言い触 ら した事件 である。 しかも,帝 位の継 承権 についてまで話が及
んでい るのが 目を引 く。
「(2葉)抜粋
本1765年7月16日,旅団長 に して聖 エ リザ ヴ ェー タ要塞 司令官チ ェル イ トゥィコー フは イサー コ
フ少将 に対 し口頭で次の ように報告 した。 その 日,こ こ聖 ドミー トリー要 塞 に商人 エ レメイ ・ピロー
ジニコフが来て,旅 団長に対 し両人の会話の最中に次のように語った。 ここでは次のような噂が飛び
交っている。モスクワか らぐ～テルブルクへの途上にある諸連隊はモスクワに近い所を行軍している0_冒 皿 「
あたかも以前の皇帝ピョー トル三世が生 きてお り,ペテルブルクへそれらの連隊が護衛のために集め
冒 「冒 「w一 「 ・一 一 」 ・ 一 一 」一 一 一一 一 ・
られた乳 とい うの である。彼 ピロー ジニコフは以前の皇太子 イオアソに ついて も述 べた。た とえ彼が　 」
いた として も,そ の血筋 から 〔?不明,字 の欠如 〕継承権 は彼 に行 かな い。 またその こ とに ついて,
尋問 で当の ピロー ジニ コフは証 言 した。軍 団 と以前の皇帝 ピ ョー トル三 世 に関 して,聖 エ リザ ヴ ェ一
夕要塞の商人 〔?不明,字 の欠如〕ラジオン ・セルプホヴ ィチノ 〔フ?字 の欠如〕から皇太子イオア
ソについて,こ こでは誰 からも 〔?不明,字 の欠 如〕な い と聞 いた。 コンス タン チノープルで様 々なI I
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ギ リシア人商人か ら次のこ とをもっぱ ら好奇心か ら話 を聞いた。 も しピ ョー トル三 世の系統が途絶 え
るな らば,ロ シアの帝 位の継承は皇太子イオアソに行 くこ とになる。(後略)」
3「 グ リチ ンの一件」(1765年)
「グ リチソの一件 」37が報告 され た。 これは 「兵士 ミハ イル ・グ リチソがピ ョー トル三世は生 きてい
るという根も葉もない噂を広めた ことに対 して彼を監視の下に置 くことにしたこと」を内容 とする史
料であ る。興味深いのは,「〔ピ ョー トル三世 が〕マロルーシ人にお金を与え,兵 士 たちには彼 らに と
って必要な物 を下賜す ることを」約束 している点であ る。
「(3葉)元帥 に してマ 口口シアの総督,ル ミヤンツ ォーフ 〔n.A.ルミヤソツ ェフ〕伯は元老院 に
宛てて次の ような報告 を した。オロンコフス コイにお いて,カ ザーク百人隊長 フ ョー ドル ・グジ メン
コ,エ レッキー歩兵連隊の兵士 ミハ イル ・グ リチソに対 し,会 話の中で,彼 がグジメンコに向って何
か新 しい情報はないか と尋ねて,次 の ように言 った。君主であるピ ョー トル ・フ ヨー ドロヴ ィチ につTT_」 冒 冒一
野ていかなる噂があるのかだって?す なわち2生 間にわた って全連壁に噂は広まり,いまで昼二_・ 買置胃一 一「「}一
こにまで広 まっている。、〔ピ ョー トル三世は〕マ ロルーシ人にお金を与 え,兵 士 たち には彼 らに とつ一一 一 一 一 一Li
て必要な物を下賜することを約束した。(中略)当 のグリチンははなはだ大胆な人物であり,断言し一一 一 一一 一
なが ら誠実 に語 ったのである。(後略)」
4「 イ ヴ ァン ・デ ミー ドブ の一 件 」(17ア0年)
5年後 の1770年には 「イヴ ァン ・デ ミー ドブの一件 」38が報告 されている。 これは退役 少尉補 イヴ
アソ ・デ ミー ドブが暦称者アルメニア人アン トン ・アスランベー コフによるピ ョー トル1'三世悟称が明
らか とな ったため に,彼 を監視する ことにな った とい うのであ る。
「(表紙)デ ミー ドブについて
1770年9月18日 「・
退役少尉補 イヴ ァソ ・デ ミー ドブを監視下 に置 くため に彼の家 に送 ることについて。
(1葉)偉:大に してい と寛大な る女帝陛下!
私は近 衛騎兵連隊 で騎兵 として忠実 に勤務 しています。〔1〕763年,シムスコイ郡 ミロポ リにあ る
若干の家の欠乏を補うために帰宅を許されました。そこにいる閻,今では知れわたっている悪巧みを
抱 く人聞がい るのに気付 きました。..〔彼は〕かつての 偽 ドミー トリーのよ・うに,民 衆 に噂を広めて い」「一 冒}一 ㎜}一　
たのです。あた力疹 彼が実際のピョー トル三世であるかのように,また驚 くべき救世主の壬からの逃
鴨 一 一__冒_冒___冑 冒 π}
亡者であるかの ように。(後略)一 一_
1770年3月18曰い と忠実な る奴隷である退役少尉補 イヴ ァソ ・デ ミー ドブ」
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「(3葉)17764年,ベ ロ ゴ ロ ド県 で ア ル メニ ア 人 ア ン トン ・ア ス ラ ンベ ー コフ は 郷 雲 起 ち..エOAHO一
恥OPUb1>の間で 自らについて,自5iが皇帝 ピ ョー1ニル三世であ ると語 りま した・ その人 たちの うち冒w冒
幾 人かは彼本人 か らその ことを聞 き,他 の人 々は集 ま りのなかで 〔その こ とを〕聞 きましたが,彼 ら一
は彼を真の君主であると認め,か つ尊敬 しました。(後略)」
冒
5「 プ ロフ ィム ・ク リシ ンの一件」(1772年)
さ らに,72年には 「プ ロフ ィム ・ク リシソの一件」39が報告 された。 これは郷士のプ ロフ ィム ・ク
リシン が「ピ ョー トル三世 は生 きてい る」と述べた事件 であ る。 しか し,史 料中には本題は出て こず,
プロイセン人鍛冶屋の話となっている。本史料 に見える 「女帝陛下に対する幾つか知 られた罪」 とい




過 ぎ し1764年6月10日,わが閣 下か ら手紙 を添 えて私 の もとヘプロ イセソ人の鍛 冶師マ ル チ ィ
ソ ・ギ ンテルが送 られて きま した。それは女帝陛下の 勅令 に従 い,女 帝陛下 に対する幾 つか知 られた
罪 ゆえに 〔すなわち,ピ ョー トル三世信隼 きて曳・る というこ と〕,充分な俸給を与えて彼をその能 力一 冒}「 一 「冒 皿 冒一 買 置 冒π π皿 「 冒
に応 じて使 うべ くエカチ ェ リソブル フ 〔=エカチ ェリンブル ク〕へ送 るため であ ります。その後,彼
をそ こか らどこへ も行 かせ ないこ ととし、そのために当のギソテルは,同 年6月11口,勅 令 によ っ
てエカチ ェリンブルクへ 〔送 られま した〕。 シベ リア,〔?字の欠如〕,およびオ レンブル クの諸工場
の当地の中央行政官房 とともに,モ スクワから監督のために 〔?字の欠如〕派遣され,そ こで受け容
れ られたの であ ります。〔中略 〕 ここ機密局 に送 られて きた報告 による と,当 のギソテルは11月23日
にエカチェ リソブル フ 〔=エカチ ェリソプルク〕のその宿舎 か ら一時離 れた といいます。 それゆえ,
この時,警 察 から 〔そのように〕発表があ りま した。(後略)」
6「 ピ ョー トル ・セ ミ ョー ノブ の一 件 」(1774年)
74年には 「ピ ョー トル ・セ ミ ョー ノ ブの …件 」40が報 告 され た。 これ は兵 士 の ピ ョー トル ・セ ミ ョー
ノブが 「ピ ョートル三世は生 きている」 と言い触 らした事件 であ る。 これは兵士が酒に酔 った状 態で
の こととされ,ま た彼 らの生活 や品行 にも問題 があった とい うのであ る。
「(2葉)極秘
公爵閣下






わ ち,4月18日,彼 ソイモー ノブの ところに プ レオブ ラ ジ 一ー一 スキ ー近 衛連 隊 の兵 士 ピ ョー トル ・
シ ーモ ノ フが や っ て来 て告 げ たの で す。 同4月16H,彼 シーモ ノフの宿 舎 に2名 の兵 士,う ち一・・人
はレオンチイ と言い,い ま一・人は名前 も通称 も知 らないのですが,た だ顔 を知 っているかもしれない
2人がやって来ま した。そ して この2人 の うち後者の ものが彼シーモ ノフに次のように語 りました。
『こんにちは近衛兵 の兄弟。 おまえさんは最近 ここに来 たのだ ろう。 いまやピ ョー トル三世が死者の
幽 一・・}一 一幽一}r一 一_
うちから復活 したのだ』 と。その後,当 の兵士 レオンチイは彼 とともにやって来た兵士 を静 かにさせ
て追 い出 し,彼 の ことをシーモ ノフに泣きながら,彼 〔シーモ ノフ〕がそのことを誰にも告げない よ
う懇願 しました。私はその通告 を受け,先 の兵上たちに対 して私の裁判で審理すべ く努力 した次第で
す 。」
「(8葉)(前略)4月16日,彼 が病 気の ときに,彼 の宿 舎 に2名 の 兵 士 が や って 来 ま した。 一人 は
ピ ョー トル ・セ ミ ョー ノブ,も う一 人 は レオ ソ チ ェ イ ・ア リャー エ フ で あ ります 。 そ して ピ ョー ト
ル ・セ ミ ョー ノブは彼に語 りま した。『こん にちは近 衛兵の兄弟。おまえ さんは最近 ここに来たのだ
ろう。 いまやピ ョー トル三世が死麹)う ちから復活 したのだ』 と。 これに対 し,彼 シーモノフは我慢
}
できずに,す ぐさま自分の指揮官の ところへ行 って告げると言 ったのです。これに対 し,も う一人の
兵士 ア リャー エ フは セ ミ ョー ノブを室 外 に出 し,シ ー モ ノフ に懇 願 し泣 き始 め ま した。 〔後 略〕。
審理の後,当 の兵士たちはシーモノフ と知 り合いであ り,彼 の もとに下品な女たちの隠れ家があ る
ことが分 か りました。 上記4月16日,3名 全員が居酒屋に行 き,酔 っ払 った状態 で 〔?〕ワインを1
シ ュ トール 〔1.23リッ トル 〕 ほ ど買 い シーモ ノ フの も とにや って 来 て,セ ミ ョー ノブ は シー マ ノブ
C=シーモ ノ フ〕 に次 の よ うに言 い ま した。 『(8葉裏)恥 まや 自 ら,=三姫 皇帝 ピ ョー トル ・フ ヨー ドロ
一 一 需冒}冒「}一r_
立 イチを名垂:2.蝿称者プ亙チ 〔=プガチ ョーフ〕.が意識の中で形成 された。また破り もとにいる人一 ・一 一 ・一端}}一 一 一}_ 「 -冒 『
なちにはより多 くの俸給を与 える.と聞いた。 しか し,い までは彼については何 も聞いていな込 し,プ　 一 一
左チがいな くなつ牟 ⊆と塗知 って℃る。』(中略)一 冒　 一 一 」一
一
シーマノブの証言で述 べ られている女主人 と2名 の填 たちは彼の ところで頽廃的 な生活 を してお
り,審理 に よって彼 らはいかなる言葉 も聞かなかった と述べました。
県知事 ヴ ォエイコーフは,審 理は続け られたが,そ れ らの人 々が病 気である という理 由で尋問する
ことが出来な くなった と書いています。 またこの不適切塗会話は酒 に酔 っ左上でな され,頽 廃的な生一 一 一一「} 皿　 一 ・ 一
握り鎚塁 なされたのであるとも書いているのです。「 ■
(9一9葉裏)1774年11月6日2等 官 公 爵 ヴ ャーゼ ム スキー 〔受 領 の署 名〕」
7「 農婦 アウ ドーチ ア ・シ ー ドロヴ ァの一 件」(1775年)
75年の 「農 婦 ア ウ ドー チア ・シ ー ドロヴ ァの一 件 」雲1と題 す る報 告 の なか で も,農 婦 が 「ピ ョー ト
ル三世はまだ生 きている」 と言い触 らした とい う。
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8「 マ 口口シア人 ドミー トリー ・ポポヴ ィチの一件」(1776年)
「ドミー トリー ・ポ ポヴ ィチの一件」42と題す る報告で は,「ピ ョー トル三 世が生 きていて」,プガチ
ヨーフの名の も とに軍隊を集 めている とい う噂 をポポヴ ィチが広 めてい る とい うものであ る。
「(43葉)マ口口シア人 ドミー トリー ・ポポヴ ィチ について。
ノヴ ォロシア県官房 が元 帥グ リゴー リイ ・ア レクサ ン ドロヴ ィチ ・ポ チ ョムキ ンへ宛 て た,1776
年7月5日 付け報告に添付 して抜粋を送付 した。それには次の ようにあった。
過 ぎし6月3日,ペ レヴ ォロチ ソスクの聖 職者 イヴ ァソ ・グ ロマ コフ スキーの密告 による と,ぺ
レヴ ォロチソス クの中隊事務所(ynpaB鵬HHe)から同地 の官房(KaH鴎朋P朋)宛 て に報告 と ともに
マロ ロシア人 ドミー トリー ・ポポヴ ィチが送 られる。 その報 告には,当 の ごろつきのポポヴ ィチ が当
該管区の諸村落ごとに庶民の間に言い触 らした内容が書かれている。5月8H.(43葉裏)彼 は彼グ
ラモフスキーの家に行 き,次 の ように述べた。r前三 世皇 帝 ピ ョー トル ・フ ヨー ドロヴ ィチがあた か
冒▼ 　一 一冒 一}
も例のプガチ ョーフの名前で生 きていて,そ こで彼 が庶 民には いわゆ る箒(MeT月a)とい う名前 で集
冒 冒冒 一
めている軍隊に紛れて海上にいる。一プガチ ョーフの息 子はペレヴ ォロチ ャン スク 〔ママ〕の住民 に し
てピキネールの労働者として登録されている農民パスハロフの家に滞在した後,彼 ポポヴ ィチの もと
にいたが,今 や彼はパスハ ロフ とともに ク リミア街道 へ と向かい,お そ ら くもう戻 っては来ない であ
ろ う。 当のポポヴ ィチは公の家柄 で,(44葉)この地方 にプガチ ョーフか ら偵察のた め,す なわち彼
についての反響 が どのよ うな もので,そ して そ;れがど こで起 きて いるか 〔を探 るためで あ る〕。 また
間もなく多 くの災厄が主人や聖職者に対してやって来るだろうし,彼 らは貧 しい民衆を侮辱すること
を忘 れ,ピ キネールの人々は行軍す るこ とになるであろ う。 しか し彼 らは 〔それが〕何のためなの か
は知 らないのである。前;世 皇帝伝いろいろな ところですでに50人の将校たち塗処刑 したので南
,
至 。』(後略)」
9「 農 民 ドミー トリ 一ー ・ポ ポ フ の 一件 」(1777年)
「農民 ドミー トリー ・ポポフの一件」43とい う報告では,農 民 が 「ピ ョ「 トル三世 は生 きている」 と
信 じてい るとい うもの であ るが,彼 ほそれを述 べた とき酔 っ払 っていたのであ る。
「(3葉)(前略)彼 農民ポポフは他の会話で次のように述べた。すなわちわれわれの もとに前君主
璽 ヨー トル ・フ ヨー ドロヴ ィチが生きているこ と,ま た彼ペ トゥーホフが真 に聞 き,そ の こ とを彼
一 「冒}
ペ トゥーホフが真実 であ る と宣誓を して証 明 している。」
10「囚人ア ン トン ・コロフキ ンの一件」((778年)ψ
「囚人ア ソ トソ ・コロフキソの一・件」a1では,囚 人があ たか も 「ピ ョー トル三世 が生 きてい る」 と言
い触 らした とい う。
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11「農 民グ リゴー リエフ家の アレクセ イとパル7エ ンの一件 」(1778年)
「農民 グ リゴー リエフ家の ア レクセイ とパ ル フ ェソの一件」45では,農 民 たちが 「ピ ョー トル三 世は
生 きてい る」 と言い触 らしたの であ る。 しか も,「プガチ ョーフは捕 ま ったが,君 主で あ るピ ョー ト
ル ・フ ヨー ドロヴ ィチ は本当に生 きてい る」 とい う。
12「兵士 ヤ コヴ ・ドミ トリエフの一件」(1778年)
「兵士 ヤ コヴ ・ドミ トリエ フの…件」46は,兵士 がFピ ョー トル三世 は生 きている」 と言 い触 らした
事件であ る。彼 に よる と,ク リミア ・ステ ップには 「三 世皇帝 ピ ョー トル ・フ ヨー ドロヴ ィチが軍 隊
と共 にいる」 とい うので ある。 それまでは護衛の も とツ ァー リツ インで匿われ,そ の後 ドン ・カザ ー
クに よって担 がれた。 「彼 こそ が真の皇帝であ る」 とい う。
「(4葉)アス トラハ ン県知 事 であ る少将 ヤ コー ビは,3,月22日付 けで元老院宛 てに次の ような報告
書を送 って きた。
大佐にしてツァーリッィンの衛戌司令官ッィプレーチエフの ところに,報 告書に彼の もとに送 られ
て きた トム ス クの歩兵 連 隊の軍曹 ピ ョー トル ・スーハ レフ とイヴ ァン ・イヴ ァー ノブ に よる,故 ピ
ョー トル三世皇帝および他の言ってはならない事を口外 した ことに関するツァー リッ ィン第2大 隊
の兵士ヤ コヴ ・ドミ トリエ フに対 してなされた陳述 書が送 付 された。 ツ ィプ レーチ エフの もとでの陳
述 で,当 の兵士 たちは証言 した。2月24H,午 後5時,彼 らが先 の兵士 ドミ トリエフ と共 に,彼 らが
宿 営 してい る家主であ るツァー リッ イソ ・カザー ク,ク プ レー ノブの(4葉裏)風 呂 に入 っていたが,
風呂場の前で突然当の兵士はスーハレフに尋ねた。連隊はいまどこに行こうとしているのか,と。彼
に言 った こ とに対 し,彼 〔スーハ レフ〕は どこに いるのか知 らない と言 ったが,た だチ ェル カス クま
で 〔行 く〕 と言われて い る。 さらに,あ なたは ク リミア ・ステ ップ に行 くことにな る。 そ こに,前 三
世皇帝 ピ ョー トル ・フ ヨー ドロヴ ィチ が軍 隊 と共に いる。以 前,彼 は ツ ァー リッ ィンで拘禁 されてい
たが,そ こか ら ドソ ・カザ ー クに よって連 れ 出 され,そ の後,彼 が真 の皇帝で あ る と認め られ た。
(後略)」
13「農民 ニキ ータ ・ゴ ロヴ ァチ ョーフの一 件」(f779年)
「農民 ニキー タ ・ゴ ロヴ ァチ ョーフの一件 」47は,農民が 「三 世皇 帝」 に よって派 遣 された と言 い触
らした事件である。
14「 囚 人 フ ョー ドル ・シ りンの 一 件 」(1781年)
「囚人 フ ョー ドル ・シ リソの一件 」48では,囚 人 が 「ピ ョー トル三世 は生 きてい る」 として捕 ま った
人物が最終的には解放 されるというものである。
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二 「ソコ ロフの一件 」(1779年)
最後 に,「ソ コロフの一 件」}gを取 り上げ る。 これは西 ウラルの 町チ ュメ一この商人 イヴ ァン ・ソコ
ロブが 「ピ ョー トル三 世は まだ生 きてい る」 と言い触 らした事件である。 これが書 き留め られたのは





トボ リスク県知事職 に して兵姑長 官(06epcTepKpHrcKoMMcap)のオ シポ フ氏は私 の も とに次の
よ うに報告 して きま した。 トボ リスク,チ ュメー二城砦(OCTpor)にい る囚人に してチ ュメ一この
薯
町人(メ シチ ャニソ)で あ るイヴ ァソ ・ソコロフにつ いて,前 県知事で中将 に して受勲 者チチ ェー リ
ン氏の処理 した事件 は次の通 りであ ります。 過 ぎ し1779年3月,上記 ソコ ロフはズ ロ トウス ト工 場
にて イセ ト郡 官房(KaHl瓦eJl郷PH鉦)によ り捕 縛 され ました。 そ こで彼 は手足 の力の奪 われた民 衆 に疑
念を抱かせ,平 穏 と安息を動揺させるような過去の国内の機構 とは関係のない有害で重大な噂を言い
ふ らしたのであ ります。塾 わち,あ たか も(1葉 裏)ピ ョー トル ・フ ヨー ドロヴ ィチ 〔三世 〕は生
w「}「 ㎜ π 「訂"「 冒「 「 冒「買 置「「「}「}・ 」 」 ・
きていて,大 ドンの向こう黒海の辺に軍隊 とともにいる。彼 とともに,その仲間りなかにはこの白水
胃冒「 「}
境(6e月b田B昭H)に4歳 になる初 代の皇帝の息 子 ピ ョー トル ・ぺ トロー ヴ ィチ,ま た兵士 たちの う一 冒π ・幽 」一
圭望か皇籍(MeTJIa)と神 名された スル ー ドニ コフが流 されて いる とい うのであ ります。.彼ら悪 党の解一 一 一 一 一 一 輪一一 一 一 ・一・ 一・」一 買置 冒 「
罧 に よる と,玉 座 をピ ョー トル ・7ヨ ー ドpヴ ィチへ与え るべ きであ る とい うのです。 すでに,彼 の一 一 」 一
も とには常備軍 が お り,彼 は4万 名 か らな る軍 隊を撃破 し!多 くの ク リミア ・タ タール人 が ピ ョー
㎜}皿 冒「　 「 ㎜
土止 ニフ ヨー ドロヴ ィチの も とにや って来 ま レた。 堅ちうん,そ の年,ピ ョー トル ・フ ヨー ドロヴ ィ・一 ・」
チはその希 望を受 け入れ,ピ ョー トル ・フ 三一 ドロヴ ィチを玉座に就かせ るこ ととし,パ ー ヴ ェル ・
冒 一
丞i=ローヴ ィチはnシ ア を統治すべ きでは ない としま し牟。一そのため,彼 ソコロフ とともに集 った共一 幽 一 「 一 一一 一
謀者 である分離派 の徒党 か ら,草 刈期 あるいはそれ以前に,ピ ョー トル ・フ ヨー ドロヴ ィチの軍 にシ
ヤル タシスクの住民2名 を,商 人 を装 って派遣 しました。彼 〔ソコ ロフ〕 と共 に2名 は軍隊 へ行 き,
〔その後 〕戻 ってきて,次 の ように述べ ま した。 確 かに,ピ ョー トル ・フ ヨー ドロヴ ィチ とピ ョー ト
ル ・ぺ トローヴ ィチはそ こにいるが,二 人 に会 うことはで きなか った。過去 の騒動 には(2葉)プ ガ
チ ョーフは お らず,ピ ョー トル ・フ ヨー ドロヴ ィチ がいた とい うのであ ります。 また彼 ソコロフは こ
のことについて静かに僧房におけるようなや り方で多 くの人 々に語 り,ズラトウス トの工場でも住民
に・神 に祈 る とす べ工の型 に自由が訪れ る と証明 し説得 したのであ ります 。.一方 では,彼 はチ ュメ一
二,ク ラス ノスロボダ,オ レソブル ク管区の多 くの 住民の なかか ら,ま た他方では,彼 の共謀者であ
る分離派教徒たち,そ れらすべての人々の話を聞 きました。 これについての審理が,ま ずイセ ト郡官
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近世ロシア民衆の意識1F世 紀の民衆は何を求めたのか一
1房 で,つ いで トポ リスクで行われ,審 理 で訴 えられた人t,すべてが監禁 されま した。彼は言 い触 らし
E
iた というこ とについてはそれ 〔冨その主張〕を変えま したが,結 局の ところ,訴 えられた ことすべて
iに つ・噛 言嚇 したことは自分自らが行い・鋤 く鰍 ・㈱ したが・いかなる企み
iも ない と証言 しま した。 しかし,彼 の 供述 はまだ トロイツク要 塞 に住んで いる1人 の龍騎兵 に よる
1
1迫 害 が残 って お り・そ榊 え彼 ソコロフは そ嚇 理 を織 るため にチ ェ リ・一 ビンスク・'(z)1
およびオ レソブル ク県知事閣下の も とへ送 られたのであ ります。 中将 にして受勲者であ るチチ ェー リ
1燗 下 よ り,、779年、月、、附 けで以下 の儲 があ りま した.取 欄 べ織 後,当 の噂を広 めた悪
ト
1人 であるソコ・フに対 し,彼楓 融 多した同じ場所で灘 に基づき齪 力・なされま臨 それに
… 対 し,オ レソプル ク県知事 閣下 は,1779年8月21日付け で,次 の ように報 告 しました。彼 ソコロフ
iは 敢えて重大な言説 という有害な言い触 らしを自ら行い,様 々な人を誹議した。そのことに対 し,法5
… 律に従って,本 人に厳 しい刑罰を与えたが,県知事閣下は,彼 が有害な言い触 らしをしたその場所で
… 彼 を処罰すべ きである と判断 しました。 すなわち,ズ ウ ラ トウス ト工場 とコシとクル スコイ村で答 刑
に〔処すべ きであ ります〕。今後,決 してどこで もその ような有害 なる言い触 らしを行 わない ように,
〔もしそうすれば〕死刑に処すという脅しをもって誓約書を彼から受け取った後,以 前に彼の住んで
いたチ ュメー 二市 へ帰郷 を許 し,そ こで彼 ソコ ロフに今後そ こに居住す るよ う,あ るいは体刑 以外
〔の刑罰は〕(3葉)彼 に とって相応 しくないこ とを考慮すべ きであ ります。 また他の場所 に移 すので
あれば,そ の場合には中将に して受勲 者であるチチ ェー リソ閣下 によ り,彼 自身 についての吟 味 と裁
定 に従 って なされ るべ きであ ります。 その こ とに従い,当 の報 告 を受 け取 った後,市 会 と共 にチ ュ
メ一二 〔市の〕官房 で,彼 ソコロフが どのような状 況にあるのか という全般 的な尋問 を行 うべ く提 議
されま した。 これ に対 して,〔1〕779年10刀6日付けの報告 では,上 述の ソコロフは これ以前 にはい
かなる盗賊行為 も,・また嫌疑 をかけ られる行為 もしなか った,と 伝 えてい ます。 しかしなが ら,す で
に2年にわた り妻子をほうたらかして,さ らに人頭税 と他の国家の税金を未納にしたままで,彼 が自
分 の家 か らどこを どう放 浪 していたの か分 からない のです。 その上,1778年,彼は イル ビ トの定 期
市 で リムの町人ヴ ェル ジー ロフ に対 して手形 にて30ルーブ リを弁済 する とい う契 約 に署名 してい る
のです。 それ については 口頭裁判で審理 もなされま した。(3葉裏)最 後に,中 将に して受勲者 であ
るチチェー リン閣下の命令に従い,〔1〕779年10刀28日,当のソ コロフをチ ュメ一こか ら トボ リス ク
へ移送 し,以 降,他 の君 たち とともに監獄 に収監 されま した。
ソコロフによって上述の引き起こされた事件は,思 慮浅 く,平穏 さと民衆の治安を打ち破る邪悪
さ,お よび臣民 としての忠実 さに対する背信行為である ことを明白に示 しています。将来,彼 に よっ
て引 き起こされた有害物を根絶するために,私は当の兵姑長官に対 し次のように指示 しました。至急
かのソコロフを適当な警護の下エニセイスクを経由してマンガゼイや市に送 り,そこで町人の範疇に
加えるように。同地にて,彼 を特別監視下に置 くことを長官に命 じます。彼の行動に対して監視する
ように。(4葉)彼 には同地の住民の労働 により食料 を与 えるこ とを認め ます。 〔中略〕 ソコロフ本人
の行動のみな らず,彼 が誰のもとにいようともその行動を,長官の監視が必ず及ぶ もの とする。ま
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た,次 のことを統治する元老院の機密局に懇願 して報告 します。 もし妻 と子供たちが彼 と共に一緒に
暮 らすべ くマンガゼイヤに移住するこことを望む場合には,彼 らにそ うさせることを。 もし希望 しな
いのであれば,そ の ようにす るこ とを。




以上,暦 称 その ものでは な く,「ビ・ヨー トル三 世は生 きてい る」 とい う人 々の噂話 とそれが もた ら
した結末(事 件)に 関する史料を紹介 した。事件そのものは決 して重大ではなかったが,18世紀 に
おいては,死 去 した皇帝の噂を広め,ま たそのことを口にするだけで厳 しく官憲の審理 ・尋問を受け
た。 ここに当時の社会状況や政府が民衆を指導 ・監視の対象 として見ていた様子が分かる。 もちろん
エカチ ェ リー ナ二 世に とっては 「ピ ョー トル三 世」の 名前は 口外 しては な らな い もの であ った。
以上のような厳 しい 「監視」にもかかわらず,人 々は自らの 日常生活の苦 しい状況の打開を求めて
いた。それが 「解放者=ピ ョー トル三世」の出現を待望する気持ちとなって表れ,ひ いてはそれを言
葉 として表現することになったのである。 しかも興味深いのは,ロ シア帝国の広い範囲にわた り(ノ




1拙 稿 「18世紀 ロシアにおける民衆運動 とその世界一一 プガチ ョーフ叛乱 における領主農毘 を中心 にして
一 」,『社会科学討究』r,99"(33巻3号),1988年。
2八 重樫喬 任 「プガチ ョー フ農民戦争における暦称問題 に寄 せて」(上)・(下),『岩 手史学研究』61・62,1977年,
和 田春樹 『農民革 命の世界 一一 エセ一二ン とマ フ ノ』,東京大学 出版 会,1978年,中 村仁志 「ブガチa一 フの
乱におけ るツ ァ… リ幻想」,『待fly論14,1981年,同 『プガチ ョー フの乱一 …良 きツ ァー リは よみがえ る』,
平凡社,1987年。
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